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となく、専門家の間においても議論が錯綜するばかりである。それは、2011 年 7 月 8 日に
東京大学で催された第六回応用倫理・哲学研究会の「東京大学緊急討論会『震災、原発、












































ある。(長瀧, 2011, 128 頁) 
 








































先にも述べたが、ICRP が定める一般人の線量限度である 1 ミリシーベルトに関して中
川は「この数値はわれわれが一年間に浴びている放射線の量の限度が 1 ミリシーベルトで
あると規定しているわけではないのです。すべての国民が 1 ミリシーベルトを超えて被ば







を上げていることを指摘している。たとえば、CT スキャンによる医療被曝は一度に 6 か
ら 7 ミリシーベルトの放射線を被る。その線量は 3 回で福島の計画的避難区域の指標の値
を超えてしまうのである。お気づきかと思われるが、ここで中川が指摘したいことは、計
画避難区域の指標である 20 ミリシーベルトに対しては基準が高いのではないかと多くの




























ても、100 ミリシーベルトを被ばくしても、がんの危険性は 0.5 % 高くなるだけです。 
そもそも、日本は世界一のがん大国です。2 人に 1 人が、がんになります。つまり、も








4. 比較に不適切な形式における比較 (影浦, 2012, 154 頁) 
 








り大きく被る」(ibid. 155 頁)ことからも、放射線による発がんのリスクが 0.5 % とは一概に
は言えない。 
二つ目は放射線と喫煙という比較において、非喫煙者が抹消されていることである。日
本における非喫煙者はタバコを吸うことが許されていない未成年を含め、全体の 4 分の 3
にあたる。つまり、放射線と喫煙の比較によって安全性を根拠にするのであるならば、4
























5. 個人の心理的な状態 (影浦, 2012, 18-19 頁) 
 
本稿で重要になるレベルは 2、3、4 である。議論の都合、ここでは 2 と 4 を説明し、3
の説明は次の小節に譲ることにする。まず、2 は科学者、ないし専門家による言及を指す。





つけないで出場することは危険かどうか」(ibid. 18 頁)を判断する場合がこれに当たる。 
影浦が指摘する科学的知見の問題点は、2 と 4 の混同である。次の文を見てほしい。 
 
ところで、（放射線を年間 1 ミリシーベルト浴びた場合に）「確率 0.00005 だと、2 万人
に 1 人しかそれが原因で癌にはならないのだから安全だ」と言ったとたん、言われて
いる内容のレベルは科学的な知見をめぐる専門的なコメントから、状況に対する個人的
な判断に移ります。(ibid. 21 頁) 
 
この文章を先に示したレベルに整頓すると、「確率 0.00005 だと、2 万人に 1 人しかそれが
原因で癌にはならない」が 2 のレベル に該当する。そして、「だから安全だ」が 4 のレベ
ルに該当する。問題なのは、たとえ前者が正しかったとしても、後者が正しいことにはな











































































線リスク委員会（以下 ECRR）の実効線量係数からみて取れる。ECRR はヨウ素 131 につ

























































のなさを問題視している(島薗, 2012, 110 頁)。例えば、2 節で紹介した放射線の急性影響と晩発影響に関し
て、その影響の不明さは数値の大小ではなく調査資料の乏しさにあると指摘している。つまり、100 ミリ
シーベルトの被ばくによって 1 % の発がんリスクが増加すると言ったところで、その科学的根拠は不明瞭
である。20 ミリシーベルトまで安全という政府の基準に対しても、小佐古敏荘の発言「年間にこれほどの
被ばくをする人は原子力発電所の放射線業務従事者でも極めて少ない」(島薗, 2012, 112 頁) という指摘を
挙げ、放射線に対してそもそもの安全性の不確かさを危険視している。この議論は低線量被曝の安全性に
ついて議論をする上でこの上なく重要なポイントではあるが、本稿の設定上、ここで紹介するに留める。 
(3) mainichi.jp/feature/news/20110320ddm013070043000c4html （「Dr.中川のがんから死生をみつめる」, 毎日
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